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第46回衆議院議員選挙（2012年）では，自民党の圧勝と民

主党の大敗の結果，政権が交代した。第23回参議院議員選

挙（2013年）でも自民党が圧勝し，参議院の議席の過半数を

野党が占める｢ねじれ国会｣は解消された。第48回衆議院議

員選挙（2017年）も自民党が圧勝したが，自公連立政権に対

決姿勢をとる立憲民主党が躍進した。第25回参議院議員選

挙（2019年）では，立憲民主党を中心にした｢野党共闘｣が一

定の成果をあげた。しかし第49回衆議院議員選挙（2021年）

と第26回参議院議員選挙（2022年）で立憲民主党は議席を減

らし，野党共闘のあり方や野党の役割自体が問われている。
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次回の衆議院議員選挙より，

都道府県の人口比率がより強く

反映される議席配分法（アダム

ズ方式）が導入される。「１票の

格差」是正が期待される一方で，

地方の声が政治に届きにくくな

ることを懸念する声もある。
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選挙運動の中核的な人物(総括

主宰者や出納責任者など)が買

収などで刑に処せられた場合，

候補者の当選が無効となるほか，

候補者はその選挙区で一定期間，

立候補ができなくなる。

政治資金の透明性確保を目的と

する。政治家個人の政治団体に

対する企業団体献金は禁止され

ているが，政党に対する企業団

体献金は認められている。

けんきん

そうかつ

しゅさい すいとう

しょ
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Ｘ社が現金1000万円をＡ銀行に預けたとしよ

う。支払準備率を10％とすると，Ａ銀行は支払

準備金100万円を除いた900万円を融資に使える。

これをＹ社が借りてＢ銀行に預けたとする。Ｂ

銀行は支払準備金を除いた810万円をＺ社に貸

し，Ｚ社はこれをＣ銀行に預けたとする。預金

総額はいくらになるかな？
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2015年度から法人税の引き下

げ（→p.132）のほか，大幅な規

制緩和のできる国家戦略特別区

域を定めて，国際競争力のある

産業・企業の育成がはかられて

いる。

はば

(2022 2024 )

1027兆円，

2022
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近年では，ロシアや中国が大国として他国へ

の影響力を強めており，ロシアによるクリミ

ア編入問題やウクライナ侵攻，中国と周辺国との資源問題を含めた

領有権紛争など，対外的な拡張政策が目立っている。この背景には，

偏狭なナショナリズムの台頭があるとされる。
たいとうへんきょう

かつてソ連を構成したウクラ

イナでは，親ロシア派のロシア

系住民と親欧米派の政府が対立

した。2014年のロシアによる一

方的なクリミア半島領有宣言以

後もウクライナ東部で内戦は続

き，2022年，ロシア軍はウクラ

イナへ侵攻した。国連安保理で

は，ロシア軍の軍事活動停止と

即時撤退を求める決議案が採決

にかけられたが，ロシアの拒否

権によって否決された。しかし，

その後の国連緊急特別総会では

類似内容の決議案が採択された。
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